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お健やかにお過ごしのことと存じます。いつ

も ICU高校を応援してくださり、心より感謝申

し上げます。感染症に引き続き注意を払いな

がらも、コロナ禍３年間の停滞を打ち払うかの

ように、生徒の活動が一気に花開く日々です。

毎週毎週、校内でさまざまな講演会やワーク

ショップが開催されています。生徒の自主的な

企画も多く行われ、学校全体が活気に満ちて

います。この夏も、国内外で 7 つのスタディツ

アー、またクラブ合宿がほぼ通常に近いかた

ちで行われました。二つを紹介します。 

今年初めて、瀬戸内にある大島青松園と長

島愛生園の二つのハンセン病療養所を訪ね

る 3泊 4日の旅を小布施広美養護教諭が企

画し、生徒 10名が参加しました。 

生徒の感想: 

参加した生徒は、学んだことを発信していき

たい、「記録し、記憶し、他の誰かに伝え、私た

ちにできることは何か、ともに考えたい」という

思いから、小さなリーフレットをつくり、9月の学

校祭で来校者に訴えました。 

もう一つは 2015 年から実施しているベト

ナム ・スタデ ィツアーです 。 SGH(Super 

Global High School)指定を機にスタートし

たものですが、

この夏4年ぶり

に生徒 22 名

と教員 3 名が

7 日間の旅で

豊かに学びま

した。ホーチミ

ンでベトナム戦争を学び、古都フエにて「子ど

もの家」（市立児童養護施設）とグエンフエ高

校を訪ねて交流を重ねました。 

※詳しくは本校 Facebookページの 2023年 7月投稿のベ

トナムツアーシリーズをご覧ください。 

<Facebookで “ICUHS ベトナム”で検索> 

「ハンセン病患者の隔離島、大島。政府が「浮

浪患者」を国の恥だとし、収容した国立療養所。

あらゆる宗教や人々から差別され、一方的な都

合で押し込められた本土から遠く離れた場所。

一人一人の人格を無視した行為、体裁だけ整え

られた療養所の実態。国が行った人間であるこ

とを無視した収容行為は、ナチスの収容所に近

いものを感じました。時が経ち、国がたとえ非

を認め謝罪したとしても、もう元患者の人生は

帰ってきません。捨てた側はもう忘れてしまっ

ても、捨てられた人々がその苦しみから解放さ

れることはないと思います。」（3年 Yさん）  

「最初は彼らの笑顔を引き出したい、幸せな思い

出をプレゼントしたいという、今思うと傲慢とも

いえる考えを持って、子どもの家に向かった。しか

し、一緒に時を過ごすことで、いつのまにかボラン

ティアだとか、支援なんて意識はすっかりなくな

り、むしろ私が笑顔やリフレッシュをプレゼント

されていた。でも、それがボランティアというか、

人間の本質なのかもしれないな、と思った。そのこ

とが常識になれば、人々の支援へのハードルも下

がるだろう。」（1年 Kさん）



 

 

2023年度教員一同 

Facebook（ICUHS Hodgepodge） 
https://www.facebook.com/icuhs.hodgepodge/  

ICU 高校 School Now! 

https://icu-h.ed.jp/school_now/   

※本校HP からクレジットカードでご寄付いただけます。 

クレジットカード決済でお申込みいただいたご寄付の領

収書の日付は、申込日ではなく、クレジットカード会社

からICU高校に寄付金の入金があった日付となります。 

そのため、お申込みが 12月 1 日以降になりますと、領収

書の発行日付が翌年になり、寄付金控除も翌年の対

象になります。12 月 1 日以降のお申込みで、今年の寄

付金控除をご希望の場合は、銀行または郵便局での

お振込みをご利用ください。 

ICU高校 HP寄付サイト 

https://icu-h.ed.jp/donation/ 

 

卒業生の皆さまにさらにご紹介したいことがあ

ります。本校独自の「国際基督教大学高等学校

奨学金」は、家計の急変により学校生活の継続が

困難になった生徒を対象に、授業料の 6 学期分

を上限として給付するものです。保護者の方の急

逝によりこの奨学金を必要とする生徒が毎年のよ

うにおります。さらに、本校卒業生保護者及びその

ご家族の篤志により 2022 年度から 9年間にわ

たり設定されている「喜吉フォワード奨学金」をご

紹介します。これは、経済的事情により就学に困

難のある新入生の学校生活を支えるため、入学

金支援として 30万円を 10名に給付するもので

す。2024年度入学生からは、「世帯年収490万

円までの方には必ず給付する」とお約束していま

す。これまでの 2年間も、想定を上回る多くの皆さ

んの ICU高校就学をひらいてきました。 

 

卒業生の皆さまにお願いです。 

 

これまで学校予算で行ってきた国内外ス

タディツアーの生徒参加費補助と、家計急

変時の奨学金による支援をさらに手厚く継

続できるようにサポートしてください。また、卒

業生保護者の方の篤志により数年間に限

定して提供される「喜吉フォワード奨学金」

を、予定の年限が終了した後も続けていけま

すようお力を寄せてください。 

 

卒業生の皆さまが本校において経験され

たさまざまな学びやプログラムが、家庭の経

済状況に関わりなく、これからも希望する多

くの多様な方々に届くよう皆さまのご支援を

お願いします。 

 

https://www.facebook.com/icuhs.hodgepodge/
https://icu-h.ed.jp/school_now/

